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序説

要点と概要

・ Curiosity Nano設置面

・ 2つのXplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞ

・ 自己と相互の容量性接触拡張ｷｯﾄ支援

・ 電力
 - Curiosity NanoｷｯﾄからのUSB給電
 - USBと外部供給元(例えば、電池)間の電力切り替え
 - 電源LED

・ Curiosityﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ

ｷｯﾄ互換性

このｷｯﾄは容量性接触が許されたﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと全ての拡張感知器を接続する合致したﾋﾟﾝ配列を持つCuriosity 
Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU)基板と互換です。以下は現在利用可能なMicrochip接触ﾗｲﾌﾞﾗﾘ支援を持つﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗです。

・ PIC16F18446 Curiosity Nano

・ PIC18F47Q10 Curiosity Nano

・ PIC18F47K42 Curiosity Nano

・ PIC18F57Q43 Curiosity Nano

・ PIC16F15376 Curiosity Nano

・ SAM D21 Curiosity Nano

・ AVR128DA48 Curiosity Nano

・ ATtiny3217 Curiosity Nano

以下は現在支援される拡張基板です。

・ QT2-Xplained Pro (2D接触ﾊﾟｯﾄﾞ)

・ QT7-Xplained Pro (1D摺動子と釦 - 自己感知)

・ QT8-Xplained Pro (2D接触ﾊﾟｯﾄﾞ)

・ T10-Xplained Pro (1D摺動子と釦 - 増強動作接触での相互感知)

将来のCuriosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと拡張の設計はCuriosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀも支援します。Curiosity Nano開発
基盤でもっと探し出すには下のﾘﾝｸを参照してください。

・ https://www.microchip.com/design-centers/8-bit/development-tools/pic-hardware/curiosity-nano-development-platform

Curiosity Nano開発基盤は、Curiosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ｷｯﾄをMikroElektronika Click boards™またはXPRO拡張
基板に接続する代替ｱﾀﾞﾌﾟﾀのClick boards™用Curiosity Nano Baseも提供します。

https://www.microchip.com/design-centers/8-bit/development-tools/pic-hardware/curiosity-nano-development-platform
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1. 序文

重要: お客様への通知:

全ての資料は古くなり、この手引書も例外ではありません。Microchipのﾂｰﾙと資料はお客様の求めに合うよう絶えず進
化しており、故にいくつかの実際のﾀﾞｲｱﾛｸﾞやﾂｰﾙ記述が本文書でそれらと違うかもしれません。利用可能な最新文書
を得るには当社のｳｪﾌﾞｻｲﾄ(www.microchip.com)を参照してください。

文書は”DS”番号で識別されます。この番号は各頁の下で頁番号の前に置かれます。DS番号の番号付け規則は”DSX 
XXXXA”で、ここで”XXXXX”は文書番号、”A”は文書の改訂水準です。

開発ﾂｰﾙの最も最新の情報についてはMPLAB® IDEｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟをご覧ください。Help(ﾍﾙﾌﾟ)ﾒﾆｭｰ、その後に利用可
能なｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟ ﾌｧｲﾙの一覧を開くのにTopics(話題)を選んでください。

序説

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ評価ｷｯﾄはCuriosity Nano PIC®/AVR® MCUｷｯﾄとQT2、QT7、QT8、T10のような接触拡張ｷｯﾄとこの形
式の将来の拡張ｷｯﾄを接続する母基板です。

2. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ構成図

図1-1. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

図2-1. 機能的な構成図

LED駆動部用I2C

接触感知部線

接触感知部線

VDD

LED駆動部用I2C

接触感知部線

VDD

T10 Xplained Pro

Curiosity Nano MCU基板 

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
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3. 開始に際して

3.1. 即時開始

Curiosity Nano基盤の探索を開始するには以下の手順が必要です。

 1. MPLAB® X IDE/Atmel Studioをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

 2. MPLAB®ｺｰﾄﾞ構成部(MCC)/Atmel STARTを開始してください。

 3. MCC/Harmoby 3/STARTを使ってCuriosoity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀに取
り付けるCuriosity Nanoｷｯﾄを構成設定するためにｺｰﾄﾞ例を使ってく
ださい。

このｺｰﾄﾞ例は使用者のﾌｧｰﾑｳｪｱ応用の基礎として使われます。最初の
段階の入門の手引きとMicrochip接触の全ての情報はhttps://microchip 
developer.com/touch:startで入手可能です。

図3-1. 即時開始

Curiosity Nano 外部電力供給
電源LED

供給入力切替器

EXT1ﾍｯﾀﾞ

EXT2ﾍｯﾀﾞ

3.2. 資料と関連ﾘﾝｸ

・ Curiosity製品: 次の組み込み設計の考え方は新しい家を持ちます。Curiosityは初めての使用者、製造業者、そして機能豊富な迅
速試作基板を探している人々を対象とする費用効率的で完全に統合された8ﾋﾞｯﾄ開発基盤です。Microchipの
MPLAB X開発環境の全利点を取り込むよう完全に設計されたCuriosityは統合された書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含み、
追加ﾊｰﾄﾞｳｪｱを必要としません。

・ Xplained製品: Xplained評価ｷｯﾄはMicrochipﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと他のMicrochip製品用の使い易い評価ｷｯﾄの系統です。

- Xplained Nano - 少ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽに使われ、目的対象ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの全ての入出力ﾋﾟﾝへのｱｸｾｽを持つ最小解
決策を提供します。

- Xplained Mini - 中くらいのﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽに使われ、Arduino Uno互換ﾍｯﾀﾞ実装ﾊﾟﾀ-ﾝと試作領域を追加します。

- Xplained Pro - 中から多ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽに使われ、高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと標準化された周辺機能用拡張を特徴とします。

注: 上の全てのｷｯﾄは各種Microchip製品の評価と実演の機能と能力に対して安価な基板一式を作成する基板上
書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを持ちます。

ｿﾌﾄｳｪｱ/IDE

・ MPLAB® X IDE - MPLAB® X IDEはMicrochipﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号制御器用応用を開発するためのPC(Windows®、Max 
OS®、Linux®)で動くｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。これは組み込みﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用ｺｰﾄﾞを開発するための統合された
単一”環境”を提供するため、統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)と呼ばれます。

・ MPLAB®ｺｰﾄﾞ構成部 - MPLABｺｰﾄﾞ構成部(MCC:Microchip Code Configurator)はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに挿入すべき分かり易いCｺｰﾄﾞを繋ぎ
目なく生成する無料の図画的ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成環境です。直感的ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使い、応用に特有の豊富な周
辺機能と関数の一式を許して構成設定します。

・ MPLAB® Harmony v3 - MPLAB® Harmony v3はﾃﾞﾊﾞｲｽ詳細、複雑な規約とﾗｲﾌﾞﾗﾘ統合の課題での扱いよりもむしろそれらの資
源を32ﾋﾞｯﾄPIC®とSAMのﾃﾞﾊﾞｲｽ用の応用作成に捧げることを使用者に許す柔軟で相互運用可能なｿﾌﾄ
ｳｪｱ単位部を提供する完全に統合されたｿﾌﾄｳｪｱ開発枠組みです。これはPIC32 MCU、SAM MCUとMP 
U間で滑らかな移行と最大のｺｰﾄﾞ再利用を許すようにMPLAB X統合開発環境(IDE)とMPLAB® XC32ｺﾝ
ﾊﾟｲﾗと継ぎ目なく動きます。

・ Atmel START - Atmel STARTは使い易く最適化された規則でｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで構成設定して組み込み応用を誂えて使
用者を助けるｵﾝﾗｲﾝ ﾂｰﾙです。

・ Atmel Studio - ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞの開発用無料IDE 

・ Data Visualizer - ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器はCuriosity 
NanoとXplained Proの基板で見つかるEDBGﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元からﾃﾞｰ
ﾀを受け取ることができます。 

・ 設計資料 - CADｿｰｽ、回路図、部品表、ｸK見立てず、3D図、層図などを含む一括

・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き - この使用者の手引きのPDF版

https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
https://www.microchip.com/mplab/mplab-code-configurator
https://www.microchip.com/mplab/mplab-harmony
https://microchipdeveloper.com/touch:start
https://microchipdeveloper.com/touch:start
http://start.atmel.com/
https://www.microchip.com/avr-support/atmel-studio-7
https://gallery.microchip.com/packages/AtmelDataVisualizerInstaller-Standalone/
https://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/AC80T88A
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・ Curiocity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ - ｷｯﾄのｳｪﾌﾞ頁

・ Curiosity Nanoﾋﾟﾝ構成 - Curiosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと接触拡張ｷｯﾄのﾋﾟﾝ詳細

すぐ使える接触ｷｯﾄ

・ CAP1188評価ｷｯﾄ : http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails/PartNo/dm160222

・ CAP1298評価ｷｯﾄ : http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails/PartNo/dm160223

・ MTCH108評価基板 : http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails/PartNo/dm160229

・ AT42QT1010評価ｷｯﾄ : https://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/AC160219

4. Curiosity Nano
Curiosity Nanoはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの入出力の殆どへのｱｸｾｽを持つ小さな基板一式を提供する評価基盤です。この基盤は少ﾋﾟﾝ数ﾏｲ
ｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(PIC®/AVR® MCU)の系統から成り、これは関連する使用者の手引き、応用記述、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ｺｰﾄﾞ例を提示するようAtm 
el Studio/Microchip MPLAB Xと統合されます。この基盤はﾎｽﾄPCとのｼﾘｱﾙ通信用仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)とﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
(DGI)が特徴です。

Xplained Pro

Xplained Proはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板(評価ｷｯﾄ)とﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ入出力の系統を含む評価基盤です。これらの基板上のﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞにAtmel Studio/MPLAB Xが使われます。Atmel Studioは高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF)とAtmel STARTを含み、
Xplained Pro評価ｷｯﾄは標準化されたﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀを通して広範囲のXplained Pro拡張基板に接続することができます。Xplained Pro
拡張基板はXplained Pro評価ｷｯﾄにどの基板が接続されたかを一意的に識別するための識別(ID)ﾁｯﾌﾟを持ちます。

4.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ

全ての拡張基板はﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ評価ｷｯﾄに接続され
る基板を一意的に識別するための識別CryptoAuthenti 
cation™ﾁｯﾌﾟ(ATSH A204A)を備えています。このﾁｯﾌﾟ
はそれの名前といくつかの付加的ﾃﾞｰﾀと共に拡張を識
別する情報を含みます。拡張ｷｯﾄがﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ評
価ｷｯﾄに接続されると、情報が読まれてAtmel Studio/ 
MPLAB Xに送られます。右表は内容例と共にIDﾁｯﾌﾟ
に格納されたﾃﾞｰﾀ領域を示します。

表4-1. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ IDﾁｯﾌﾟ内容

ﾃﾞｰﾀ領域 内容例ﾃﾞｰﾀ型

製造者 ASCII文字列 Microchip’\0’

製品名 ASCII文字列 Segment Curiosity Nano Adapter’\0’

製品改訂 ASCII文字列 01’\0’

製品通番 ASCII文字列 3338011800000001’\0’

最小電圧 [mV] uint16_t 3300

最大電圧 [mV] uint16_t 5000

最大電流 [mA] uint16_t 45

Curiosity Nano基板上のUSBｺﾈｸﾀに最も近い12の端接続は標準化
したﾋﾟﾝ配列を持ちます。書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾋﾟﾝは図4-1.と表4-2.で
示されるように目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに応じて異なる機能を持ちます。

図4-1. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列
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表4-2. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ信号 説明目的対象MCU

ID - 拡張用ID線

CDC TX UART RX USB CDC TX線

CDC RX UART TX USB CDC RX線

DBG0 ICSPDAT ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾃﾞｰﾀ線

DBG1 ICSPCLK ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｸﾛｯｸ線/DGI GPIO

DBG2 GPIO0 DGI GPIO

DBG3 MCLR ﾘｾｯﾄ線

N.C. - 接続なし

VBUS - 外部使い用VBUS電圧

VOFF - 電圧OFF入力

VTG - 目的対象電圧

GND - 共通接地

https://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/AC80T88A
http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Curiosity%20nano%20touch%20adapter%20Pin%20Config.xlsx
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails/PartNo/dm160222
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails/PartNo/dm160223
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails/PartNo/dm160229
https://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails/AC160219


Curiosity Nano接触アダプタ キット

© 2020 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40002191A - 6頁

5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

5.1. 電気的特性

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀはいくつかのCuriosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU)基
板に接続することができ、手動で他のﾊｰﾄﾞｳｪｱに接続することもできます。主目的
対象電圧として3.3Vを持たないCuiosity Nano基板は拡張ﾍｯﾀﾞに拡張を許すの
に先立ってそれらが目的対象電圧を支援するかを調べるために接続された拡張
上の全てのIDﾃﾞﾊﾞｲｽを読みます。右表はIDﾁｯﾌﾟに書かれた静的内容を示しま
す。

「4.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ」もご覧ください。

表5-1. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀIDﾁｯﾌﾟ内容

ﾃﾞｰﾀ領域 内容

製品名 Curiosoty Nano Touch Adapter

最小電圧 2.7V

最大電圧 5.5V

最大電流 45mA

5.2. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ電源

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀは接続したCuriosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板上のUSBﾎﾟｰﾄから給電されます。USB電圧はCuriosity Nan 
oﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板上のXplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞとﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに供給するのに使われます。基板下端の電源LEDは3.3V線に電圧
がある時に必ず点灯します。

VEXTﾍｯﾀﾞを通してCuriosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板と接触拡張基板に給電するためにCuriosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀに外部電力を
供給することができます。Curiosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板に接続されたVOFFﾋﾟﾝは”SW1”切替器を使ってCuriosity Nano接触ｱ
ﾀﾞﾌﾟﾀ基板によってLowに引かれます。VOFFがlowの時はCuriosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板上の電源が禁止され、外部電力がCuri 
osity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板からCuriosity Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと接触拡張基板へ供給されます。

5.3. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ実装

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀへのCuriosity Nanoｷｯﾄ接続はいくつかの方法で行うことができます。最も現実的な方法はCuriosity Nano
接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板のｿｹｯﾄにCuriosoty Nanoﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板のﾍｯﾀﾞを挿入することです。ﾍｯﾀﾞとｿｹｯﾄを抜かしてCuriosity Nano接
触ｱﾀﾞﾌﾟﾀに直接Curiosity Nanoｷｯﾄを半田付けすることも可能です。

図5-1.で示されるようにCuriosity NanoｷｯﾄのUSBｺﾈｸﾀをCuriosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀの上端と整列して基板を直接接続します。

図5-1. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ装着
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5.4. ﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀ

5.4.1. 拡張ﾍｯﾀﾞ

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀはｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝでEXT1とEXT2と記された2つのXplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞを実装します(「Xplained Pro標
準拡張ﾍｯﾀﾞ」部分をご覧ください)。これらのﾍｯﾀﾞは容量性接触を許されたﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを持つCuriosity Nano基板への接触拡張
基板接続を可能にします。各拡張ﾍｯﾀﾞに対するﾋﾟﾝ配列定義は表5-2.と表5-3.で見ることができます。

表5-2. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ拡張ﾍｯﾀﾞ1

EXT XY9

EXT1のﾋﾟﾝ 機能 説明

1 ID IDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 GND 接地

3 EXT XY1 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号11に接続

4 EXT XY3 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号50に接続

5 EXT XY5 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号12に接続

6 EXT XY7 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号49に接続

7 EXT XY2 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号45に接続

8 EXT XY4 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号46に接続

9 EXT XY6 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号13に接続

10 EXT XY8 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号47に接続

11 I2C_SDA Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号9に接続されたLED駆動器用SDA

12 I2C_SCL Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号10に接続されたLED駆動器用SCL

13 EXT XY13 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号8に接続

14 EXT XY14 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号7に接続

15 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号14に接続

16 EXT XY10 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号43に接続

17 EXT XY11 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号48に接続

18 EXT XY12 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号44に接続

19 GND 接地

20 VCC 目的対象供給電圧

表5-3. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ拡張ﾍｯﾀﾞ2

EXT XY23

EXT2のﾋﾟﾝ 機能 説明

1 ID IDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 GND 接地

3 EXT XY15 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号16に接続

4 EXT XY17 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号41に接続

5 EXT XY19 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号17に接続

6 EXT XY21 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号40に接続

7 EXT XY16 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号18に接続

8 EXT XY18 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号39に接続

9 EXT XY20 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号19に接続

10 EXT XY22 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号38に接続

11 I2C_SDA Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号9に接続されたLED駆動器用SDA

12 I2C_SCL Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号10に接続されたLED駆動器用SCL

13 EXT XY27 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号22に接続

14 EXT XY28 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号35に接続

15 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号20に接続

16 EXT XY24 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号37に接続

17 EXT XY25 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号21に接続

18 EXT XY26 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ番号36に接続

19 GND 接地

20 VCC 目的対象供給電圧
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6. 回路図

図6-1. Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ回路図
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7. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題

7.1. 製品IDと改訂の識別

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀの改訂と製品識別子はAtmel Studio/Microship MPLAB X IDEを通して、または印刷回路基板(PCB)の裏
側の張り紙のどちらか2つの方法で見つけることができます。

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀをAtmel Studio/Microship MPLAB X IDEが走行しているPCに接続することにより、情報ｳｨﾝﾄﾞｳが飛び出
ます。ｷｯﾄ詳細下で一覧にされた通番の最初の6桁は製品と改訂の識別子を含みます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で見つけることができます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrのように平文で製品と改訂の識別子が印刷さ
れ、ここでのnnnnは識別子で、rrは改訂です。制限された空間の基板は製品と改訂の識別子と通番を含むQR符号だけの張り紙を持
ちます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

Curiosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ｷｯﾄ用の製品識別子はA09-3342です。

7.2. 改訂1

Curioisity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀの改訂1(A09-3346/01)は初回公開版です。既知の問題はありません。
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8. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2020年3月 初版文書公開
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛ
ｺﾞ、CryptoMemory、CryptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、
maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PackeTime、PI 
C、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super 
Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TempTracker、TimeSource、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於
けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、FlashTec、Hyper Speed Control、HyperLight Load、
IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、Quiet-Wire、
SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、Vite、WinPath、ZLは米国に於けるMicrochip 
Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BlueSky、BodyCom、CodeGuard、
CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、EC 
AN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、memBrain、Mindi、MiWi、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REALICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、Se 
rial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View Sens 
e、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Adaptecﾛｺﾞ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、Symmcomは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商
標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2020年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはhttp://www.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのCuriosity Nano接触ｱﾀﾞﾌﾟﾀ使用者の手引き(DS40002191A-2020年3月)の翻訳日本語版です。日
本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部
分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality
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